
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標 

(1) 歴史的背景などに注意して古典を読むことを通して、その世界に親しむことができる。 

〔知識及び技能〕(3)イ 

(2) 文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方について考えることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ(1)イ 

 (3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、 

思いや考えを伝え合おうとする。           「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 教材名  君待つと ―万葉・古今・新古今 「国語３」（光村図書） 

 

３ 指導の内容と言語活動、教材のかかわり 

（１）言語活動設定の意図 

本実践では、作品の言葉や表現を吟味しながら、作品に表れた思いや考えを捉えるために、作品

世界を表す画像を選んで伝え合う活動を設定した。 

目的意識   自分の考えをよりよく伝えるために 

相手意識   級友に対して 

場面状況意識 和歌に相応しい画像について、どのような記述に基づいて選んだのか、根拠を 

説明し合う場面で 

方法意識   ふさわしい画像を仲間と再度、検討・精査することを通して 

評価意識   和歌の表現や表現技法に着目して、世界観を捉えることができたか 

 

（２）教材の特徴 

万葉・古今・新古今の三大和歌集が扱われ、それぞれの歌集の作風を比較しながら、味わうこと

ができるよう、配列されている。万葉集からは牧歌的な作風の作品、古今和歌集からは技巧の工夫

がみられるような作品、新古今和歌集からは技巧の工夫がさらに精緻になっているものが取り上げ

られている。三十一音の音律の中に、それぞれの歌のモチーフが象徴される言葉の選択や技巧が施

ＩＣＴ活用事例 Ｃ２（協働での意見整理） 

中学校３年・国語科  

作品世界を表す画像を選ぼう～作品の言葉を吟味し作品世界を捉える～ 

使用機器：ＩＣＴ端末  使用したソフト：ホワイトボードソフト、表計算ソフト 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

①自分の考えをまとめる際にホワイトボードソフトを用いることで、加除修正したい場合、すぐに 

修正することができるため、試行錯誤しながら自分の考えをまとめることができる。 

②自分の考えを交流する際に付箋機能を用い、個人ごとに付箋を色分けすることで、一人 

一人の交流活動への関わりが把握でき、指導や評価に生かすことができる。 

③学習の振り返りを記述する際にＩＣＴ端末を用いることで、生徒や指導者の負担を軽減する 

ことができる。 



されており、和歌がどのように進化していったのかにも着目させたい。 

   本実践では、言葉一つひとつがもつイメージや多義性に気付きながら、画像を検索する言語活動

を設定したが、ここで大切にしたいのは「どの言葉に着目して解釈したのか、またどのような語句

で検索をしていき、画像を決めていったか」ということである。検索の過程で、和歌の記述から自

分が感じたことや考えたことを根拠にしながら、選択していくこと、そして、お互いの交流を通し

て、再度検討することでより深い読解へと結び付けていくことをねらいとする。 

  ※本単元で取り上げた和歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※本単元では、画像はインターネット上にあるフリー素材を使用した。 

 

４ 単元の評価規準 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①歴史的背景などに注意

して古典を読むことを

通して、その世界に親し

んでいる。  （(3)イ） 

①「読むこと」において、文章を批判的

に読みながら、文章に表れているもの

の見方や考え方について考えている。 

            （Ｃ(1)イ） 

 

①粘り強く作品を批判的に読

みながら、今までの学習を

生かして作品にふさわしい

画像を選ぼうとしている。 
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５ 指導と評価の計画（Ｃ「読むこと」４時間） 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

 

 

〇学習のねらいや進め方をつか 

み、学習の見通しをもつ。 

 

 

 

〇教科書の和歌を読み、和歌の 

大意と合わせて、内容を理解 

する。 

 

 

〇係り結びや掛詞などの技法を

学ぶ。 

・万葉・古今・新古今の成立時代の異なる 

歌集を読み味わい、より具体的なイメ 

ージを膨らませるために、画像を選ぶ 

学習につなげていくことを知らせる。 

 

・それぞれの和歌に使われている、古典 

ならではの言葉遣いや、表現技法に 

ついて解説し、その効果について考え 

させる。 

 

・現代語訳や語注と合わせて読み、三十 

一音に込められた言葉の多義的な意味 

合いを捉えようとするよう促す。 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

〇グループごとに課題として与 

えられた和歌にふさわしいと 

思う画像を個々で検索する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループでそれぞれが選んだ 

画像を、根拠を述べながら示 

し、交流をする。 

 

○グループの中で画像を１～２ 

枚に絞る。もしくは再度、検 

索する。 

 

・どの言葉に注目して、どのような言葉で 

 検索していくか、合わせたい画像の 

イメージをなるべく具体的にもたせる。 

・あらかじめ用意しておいた画像数枚を 

示し、読み深めながらその和歌のもつ 

世界をより具体的に想像させる。 

・古語や地名、文化等の調べ学習では図 

書室の資料やインターネットで行う。 

・和歌からどのような情景やストーリー 

を想像したか、ホワイトボードソフト 

に記述させる。 

 

・ホワイトボードソフトを使い、小グル 

ープ内で交流をする。画像の貼り付け 

や、付箋でメモを貼り付けながら整理 

させる。 

・どのような検討の末、この画像にした 

かということを説明させる。 

 

４ 

 

 

 

 

 

〇グループごとに、選んだ画像 

とその理由を発表し合い、交 

流をする。 

 

〇単元の学習を振り返る。 

 

 

・交流を踏まえ、和歌に込められた思い 

や情感と具体的なイメージをどのよう 

に結び付けて考えたかを記述させる。 

 

・古典や短歌の読解に今後どのようなこと 

が生かせそうか、考えさせる。 

 

 

６ ＩＣＴの効果的な活用について 

  本実践では、①和歌を精査・解釈して、和歌に合う画像を選択する場面、②自分の解釈を他者に発

表し交流する場面、③授業の振り返りを記述する場面でＩＣＴを活用した。 

①の場面では、ホワイトボードソフトを用い、自分がどのように和歌を解釈したのか、またその解

釈から検索した画像を貼り付けてシートを作成した。ＩＣＴ端末を活用することで、加除修正がしや

［知識・技能①］ 
ノート・ワークシート・
小テスト 
・ここでは、それぞれの
歌集にみられる表現
の特色や、使用されて
いる表現技法を理解
しているか確認する。 

［思考・判断・表現①］ 
ノート・ワークシート 
・ここでは表現に基づ
いて和歌を解釈し、ど
のような画像を合わ
せたいか、自分なりの
イメージをもってい
るか確認する。 

［主体的に学習に取り
組む態度①］ 

観察・振り返りシート 
・ここでは、自他の作品
の解釈を検討しなが
ら、和歌の主題を踏ま
えて、ふさわしいと思
う画像を選ぼうとし
ているかを確認する。 

［思考・判断・表現①］ 
ノート・ワークシート 
振り返りシート 
・ここでは、交流を踏ま
え、和歌に込められた
思いや情感を読み、ふ
さわしい画像を選ん
でいるかを確認する。 



すく、生徒が試行錯誤しながら自分         〈生徒が作成したシート例〉 

の考えをまとめる姿が見られた。ま

た、作成したシートは、自分の考え

を発表する際の補助資料としても

活用し、発表を聞く生徒の理解に役

立っていた。 

②の場面では、作成したシートを

共有し、付箋機能を用い、お互いの

考えを交流した。自他の考えを可視

化できるので、それぞれの考えをつ

なげたり、気付きや疑問を基に内容

を深めたりしていた。また、付箋を個人で色分けしておくことで、一人一人がどのように交流活動に

関わっているかを把握でき、指導や評価に生かすことができた。 

  ③の場面では、表計算ソフトを用         〈振り返りシートの記述例〉 

いて振り返りを記述させ、指導者に 

提出するようにした。ワークシート 

やノートに記述する場合は、回収や 

返却に時間がかかったり、記述量も 

限られてしまったりするが、ＩＣＴ 

端末を活用することで、指導者が生 

徒の学習状況を把握して指導や評価 

に生かしたり、生徒が自分の学習を 

振り返り、記述を追加したりするこ 

とが可能となる。 

また、生徒が何を記述してもよいということではなく、指導目標や評価計画に応じて、指導者が観

点を明確にしておくことが必要となる。 

 

７ 評価の実際 

  ［知識・技能］の評価について、第１時に「それぞれの歌集にみられる表現の特色や、使用されて

いる表現技法を理解している」姿を「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と捉え、ノートやワークシート

への記述等を基に評価した。例えば、「係り結びや比喩などの表現技法に着目することで、和歌に込め

られた思いを読み取ることができる」のような表現技法に関する記述等があれば、「おおむね満足で

きる」と判断した。 

  また、ノートや振り返り 

シートの記述等から、古語辞

典を使って語句調べを行った

り、当時の文化などを調べた

りと学習の広がりを捉えられ

る場合は、「十分満足できる」

状況（A）と判断した。 

振り返り 先生から。

もともと古文が好きなので仮名序の意味がけっこう深い感じで面白かっ

た。係り結びや対比、対句などの今まで習ってきた表現技法がたくさん

使われていると思った。和歌には、しみじみさせたり、慰めたり、人の

仲を保ったりどんな人にも効果があるものだということが仮名序には、

書かれていると思った。古語辞典を使ってもっと古文の言葉を覚えてみ

たいと思った。

詳しくは高校

で学習できま

すよ。

すごい昔から様々な技法を使って言葉が楽しまれていたと思うとすごい

なと思った。今のダジャレみたいな掛詞があったり、枕詞や序詞という

表現技法が生まれていたのを知っていくのが本当に面白いと思った。ス

トレートなものから工夫のあるものに変わっていく流れを知ってみたい

と思った。 楽しみながら

読もう。



 ［思考・判断・表現］の評価について、第２時に「表現に基づいて和歌を解釈し、どのような画像を

合わせたいか、自分なりのイメージ         〈生徒が作成したシート〉 

をもっている」姿を、また第４時に

「交流を踏まえ、和歌に込められた思

いや情感を読み、ふさわしい画像を選

んでいる」姿を「おおむね満足でき

る」状況(Ｂ)と捉え、総合的に評価

した。                   

 右の生徒は、ノートやシートの記

述から「清水」、「柳かげ」という言

葉からさわやかできれいなイメージ

を捉え、また、係り結びが使われて

いる「しばしとてこそ立ち止まりつ

れ」という表現に着目し、その理由

を考えていた。教科書の注釈には「あ

まりに涼しいので」とあるが、それ

だけでなく、「柳と清水の織りなす景

色」の美しさにより、時のたつのを

忘れてしまったと結論づけ、自分の

解釈を深めていたので、「十分満足できる」状況（A）と判断した。 

 ［主体的に学習に取り組む態度］の評価について、第３時に「和歌の主題を踏まえて、よりふさわし

いと思われる画像を検討しようとしている」姿を「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と捉え、交流の様子

を観察したり、交流する際の付箋を色分けしたりして、生徒がどのように交流に関わっているかを評価

した。また、さらに、振り返りシートに、今後の読むことの学習にどのようなことを生かせるかを記述

させ、総合的に評価した。 

 右の生徒の記述では、自分の学習         〈生徒の振り返りシート〉 

を振り返り、言葉や表現を吟味しな

がら作者や筆者の意図を考えながら

解釈をしていくことで、作品を楽し

んでいきたいと具体的に記述してお

り、活用の意識が確認できるので、

「十分満足できる」状況（A）と判断

した。 

 

西行法師が歩いていると、きれいな景色の柳の木陰があって少しだけ休

もうと思っていたのにあまりにも綺麗すぎて、ついつい長居してしまっ

た。という、ストーリーがあると思った。後半にある、係り結びで気持

ちの高揚があるし、大意からもはっきり言い切っていないので「ついつ

い」というような気持ちかなと思った。画像を付け足して更に想像が膨

らんだと思う。和歌を読んでストーリーを解説されたことはあったけ

ど、自分なりの解釈で深く読み込んだのは多分初めてだったと思うの

で、これから読んでいく上での楽しみが増えたと思う。イメージを持っ

て読むことが大切だと思った。


